
〔畿轡諺：鱗讐舗

諸種患者血清を用ひて行ひたろ

Weil－Felix反慮こ干て

東京女子留學専門學校細菌學藪：室（指導4野憲正博士）

（受付 昭和16年3月：2日）
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 Wei1－Felix氏によりてProteus X19菌が稜疹「チフス」患者血清により高度に凝集せらる工事

が護見せられてより，本患者以外の患者並に健康的血清に於ても亦斯る反鷹の血管が多数の研究家．

によりて行はれ，其の結果1：100以上の血清稀繹度に於て陽性成績を示す時，はじめて診断上の

意義を有するものなりと謂はるミに至り，嚢疹熱患者血清によりても著明なる凝集反慮の起る事も

周知の事實となれ）i。

 本馳走を施行するに繰り，使用菌液は生菌を以てし（Weil｛Felix，その他）或はDauerdiagno－

stikaとして種kの温度例へば60DC（C S6pai）80℃（Sachs）或は1eOoC（C Sepai， Schiff）に．

加温せるもの或はAlkohol， Formalin， Phenol叉はSublimat（B｛en u Sontag， Scheuerlen u

Neuber， SchUrer u Stern， Wolf）等を混じて使用せるものあり。

 余等はOXlg並にHX，g菌の生菌並に0．5％Formalin加菌液を使用し，東京市内特に王子匿』』

内並に本所旺内に於て採血の機禽を得たる諸種患者120名に就てWei1－Felfx反窓を回せるを以て

其の成績を厳に報告せんと欲す。

                實験材料並に實験方法

  （D 供試菌株
 本實験に使用せるOX19菌並にaxlo菌は北里研究所よD分與を受けたるものにして舷に其の御厚意を謝す。、

  （2）破強血満
 本實験に用ひたる血清は東京市立本所病院に入院中の腸Fチフス」並に「パラチフス」：B症患者血清並に昭擶

】5年7月本校校風會主催の下に王子国処校に於て開催せる無料診療所を訪れたる患者の血清なり。

  （3）實瞼方法
被榔血清は56。Cに30分問加温して非働性となせるものを1・50倍kYma次倍量稀繹を行ひ・之柑dX・’・・

菌並にokl，菌の普麺寒天斜面37。C 20－24時聞培養菌を生理的鰹i水に浮游せしめたるHX・9及びOX・9生

菌浮游液或は本浮游液の各々にO・5％の割に「ホルマリン」を加へたる菌液の一滴宛を滴下し，37。Cに2時開
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放置後直に．凝集釈態を検せり。

實 験 成 績

 （1）第一表に示せるが如く，100倍以上に凝集せられたるものはOY・、9生菌浮游液を用ひたる

場合には46・6％OX19「ホルマリン」加菌液を用ひたる場合には40％， HX19生菌浮游液を用ひ

たる場合には33・3％，HX1，「ホルマリン」加菌液を用ひたる場合には25 ％にして1－IXt。．及び

OX19菌に樹して全然反溢せざりしものはOX1，・生菌油魚液に封して37・5％， OX，。「ホルマリン」

加菌液に封して37・17 ％，HX1，生菌浮游液に卜して5D％， HX、9「ホルマリン」加菌液に醜し

．55 ％なりき。又OX、g生菌浮游液を用ひたる場合に於てのみ800倍迄に陽性なりしものユ．67％

を冷せり。依って4種の菌液の被凝集性は必ずしも一一一・致せざる事を窺知し得べし。余等の實験によ

ればOX、9並にHX、9菌液の何れを用ひたる場合に於ても生菌浮游液は「ホルマリン」加菌液に

  第1表  諸種患者（120例〕血溝のWeiI－Felix反癒成績   比し著しく弧く凝集せられ0型菌

  使用菌液i
i x ””i

i凝籟 陸菌

OX19

 1・50）一州％・

1： 50

1：100

1，200

1：400

1，SOQ

1：100以上
の陽性者

19（ 5．8．％）

29（24．2％

21（17．5％）

4 （3．3％）

2 （1．7％）

56（46．C％）

IIXIg

網綱■＿菌」一癖∵死1：
          1
47（3g．2％） i／ 60（so．e％ 1 66（55・O％）1

2，：i（：io．s％， 鰍?20（16．7％） ll 24（20．0％） li

24（20．0％） 1 26（21．1％）           19（15・8－0／o ） 1

・8（・賜・い2・・吻・・（・助

…吻・α畷…％・；
9．．．．9f？． L？．．gOAf；1 LSn．‘？fr／｛ 1／

4s（4e，o％） P 40（33．3．0／．）130（25・O％） 1／

表中，敬字は被検者数にして（カツコ）内に其の％を示せη

第2表  腸「チフス」並に「パラチフス」：B症患者

    （39名）血清のWeil・Felix反慮成績

使用菌液P
凝集債  l
     l

て1，。r。）険幽

1： 50

1＝ユ00

     g
1：200

1：400

1：800

1，IOOJYI上

の陽性者

OX19， HXIs）

生到襟帯距
9（23．1％） 1 1；．（30．8％） i・，

          1
5（1 ．9％） 1 S（20，・K．％） i

10（25・6％）
          1

菌

iG（．D一・・or．c．o一．）1 o’．i2．s％）」

3 （7・7．0．o／）

2 （5．1％）

．n． ．s（64 ． 1％）

      14（30r．9％）

      6（15．4％）

IP（25．6％） 1 11（28．2％）

      6（15A％）
     ・i
4（10．3％） 1 2 （5．1％）

     r
o ・（o％）1 e． （o％）．

19（48．7％） 1 19（4S．7％）

     1 ’ i

エホノレマ

リと」加

］S（46．2％） i

9（23．1％） 1

・、鵬、1

dr i12．8％） i

     i
o （o％）I

o． （o％）1

     1
12（3，・7％）ト

を用ひたる場合には「ホルマリ

ン」混加の有無に拘らす常に強き

凝集を呈せり。

 （2）32例の腸「チフス」並に

7例の「パラチフス」患者血清を

用ひての實瞼に際してはOX19生

菌浮游液を用ひたる場合に於て最：

も強く凝集され100倍以上陽性の

もの64．1％を占め，OXu］「ホル

マリン」加菌液に於ては48．7％，

HX、，生菌浮游液に於ては48．7．％，

HXlg「ホルマリン」加菌液に於て．

は30．7％にして杢然凝集せられ

ざpiしものはOXI。，生菌浮游液

23．0 ％，OX1 g．「ホルマリン」加菌‘

液30．0％，HX1｛諭生菌淫游液35．9

％，HX、，「ホルマリン」加菌液

45・15％なりき。馨れを第1表と

比較するに，凝集を示さL“るもの

は4種の菌液の何れを用ひたる場

合に於ても著しく減少し，leo倍

以上の凝集債を示せるものは著し
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第3表  陽「チフス」患者（32名）並L清の

    WeiLFelx反磨成績

  使用菌液

凝集俄

（1：50）陰性

1， 50

1，100

1，200

1：齢G

1，806

1＝！00以上

の陽性者

OXIg

生  菌
「ホルマ

リン」加、

8（25・（％）1 11（34．4％）、

     く

’4（12拗16（18・7％）

      
10（31．2％） i 10（31．3％）

8（25．O％）i 4（12．5％）

2（6，3％）・11（3．1％）

0 （0％）10 （O％）
     1
20．62，5％） 1 15（46．8％）

     ii

    HXIg

一星Eil”“一 P｛濡1

12． 37．5％）

7（21．9．％）

9（二8．1％）

4（12・．5％）

o （o％）

o （o％）

13（40．6％）

16（50．0％）

9（28．1％）

5（15：6％）

・2 （6．3％）

o （o％）

e・ （o％）

7． （X．8％）

第4表  「パラチフス」B症患者（7名）血清の

    We三1・Fel瓶反癒成績

  鯛菌液／

嘩集便
1一一一．．．．一一一一一 ．一

k、，、。）灘

11，50

い…⑪，
い・2・・

ほ：課l
L．』  ．一一．．

 1：IOO以上1

1の陽性者1

OX19

生  菌

1（14．3％）

o （o／o．i）

1（14．3％）

S， （28 ・6％ ）

lx 14・3％）

2〈2S．6，0／．）

6（S5．7％）

HXIg

「ホノレマ

     生  菌リン」加 I
    l
・（・4・3％）い（14・3％）

o （o％）．li e （o－o．一）

2（．28・6．0－e）’1 2（28．6％）

    i
1（1・；．3％） ?2（2S．6％）

3（42・8．0／o） i ?2（28・6．0／o）

    I
e （o％） ・1 o （e％）

     
6（85・7％）16（85・7％）；

    T

 r豪7ル冊一．一

 リ．ヒ」迦＿［

 1（14．3％）

o （o％）1

・・コ2．8刎

 3（42．8％）

 o （o％）

o （lo％）！

     i
 6（85．7％） j

     I一

品5表  一般患者（81名）血清のWell－Felix反隈成績

  使用菌液

凝集債

（エ：5の陰性

1 ： 5C

1：IOO

2：200

1，400

1：s〈e

1：100以上

， 14（17．3％）

i 一rL9． （23．5％）

 10（12．4％）

 lt （1．3％．）

 0 （0％ノ

    OX］9． i

競撮鋤続
HXユ9

  「ホノレマ

  yン」加

       
｛  ト恥7．，％）

ρ陽性者1
3C（37．0％）

           48（ or 9． 3％）

17（21．0％） @   15（18拗「
14（17．3％） 1 15（18．5％） 1 12（14．8％） ［

13（16．0％） 1 6 （7．4％） i 6 （’7・．4％）

r（24．s％）i e （．o％）1 o （o％）I

O （O％） ・1 O （O％）［．O （O％）

29（35．8％） 1 ．01（25．9％） 1 18（22．2％） I

                 t

く増加せり。本塩験に際しても使

月せる4種の菌液の内・最も良く

凝集せられたるものは，OXlf炉生

菌浮游液にして，次でOXユg「ホ

ルマリン」加菌液，HX19・生菌浮

游液の順にして，．H文，9、「ホルマ

リン」加菌液最も凝集され難し。

叉腸「チフス」並に「パラチフス」

：B症患者血清を別々に観察する場

合には腸「チフス」患者32名中

OX】9生菌浮游液に依り100倍以

上に凝集せられたるもの62．5％，

「ホルマリン頭隠潤こ於ては46・8

％，HXIg生菌浮游液に継ては

40．6％，HX19「ホルマリン」下天菌

液を用ひたる場合には21．8％な

りき。然るに7例の「パラチフス」

：B症患者血清を用ひての實瞼に際

しては，100倍以上に於て凝集せ

られたるものはOXig並にHX1，，

生菌及び「ホルマリン」加菌液に

於て何れも85．7％の多項を占め，

何れの菌液を用ひても1：50の血

清稀繹にては凝集せられたるもの

なく1例に於てのみ4種の菌液の

何れにも陰性成績を示せり。各菌

液の凝集債はQX，g生菌最も高度

にしてHX19「ホルマリン」加菌

液最も低t’。

 本成績を前者の成績に比すれば

實に格段の相違を認め得べし。例

激少しと錐も本實瞼より推定する

時には本症とWeil－Felix反鷹と

の間には何等かの細面あるものX

一 g2



                                         159

如し。殊にWeil－Felix反慮自身は特異的凝集反慮なるもheterogenのものなるが故に一暦この感

を深うするものta pi。

第6表  一丁患者中（81名）高度の凝集／贋を示せる19例の疾患との關係

氏 名
OXユ9

生 菌

1 束     0

2 五 〇 顯 O l
         i［

3大○義OI
4井○はOI
5 井 ○ な 0

6 長○○正0

7 瀬 0 ひ O

S原 ○ 義 0

9 菌 ○ マ O

Io藍○ヨO P

11堀○貞Ol         t

12 颪 0

13 石 ○ 俊 O

I4 済 0

15 高 0

16 笠 0

17 安 0

18佐 0
19 遠 ○

100

200

2・ OO

100

200

tt）o

「ホノレマ

リン」加

200 1

100

10e

200 1

200 1

200 i

400

2・ OO

200

200

50

1’0

200

100

100

100

200

100 ，

50

100

100

1eo

leo

200

20e

200

200

100

100

drO

1－IXIg

生 菌

200

200

200

100

200

200

100

2eo

200

100

200

200

400

200

1DO

IOO

400

200

20e

1「ホルマ
 リン」加．

診

200

ユ00

ioo 1 Geietik rheurnatismus．

loo IE ．Mitraistenose

100

200

100

1eo

1・OO

100

50

200

50

200

200

100

100

20Q

200

Strans’noptose
Beriberi u spitzenkatarrh

klimakt． Erscheinu．vg

I．ues．

Ischias

Pleuritis

NTasenverstopfung

 （3）腸「チフス」並に「パラチフス」：B症患者以外の患者血清即ち，本校夏季無料診療所に於

て加療を求めたる81名の患者血清の實験威績は第5表に示す如く全く凝集せざりしものは，OXtft

生菌浮唾液に於て44．4％，、OX19「ホルマリン」加菌液に於て432％， HX1。生菌浮游液56．8％，

HX19「ホルvリン」加菌液59．3 ％，にして，100倍以上の凝集慣を示せるものばOXi［生菌浮游

液を用ひたる場合に37％，OX、9「ホルマリン」カll菌液に於て35・8 ％， HX、，．生菌々液に於ては

25．9 ％，HX19「ホルマリン」加菌液に於て22．2％となり，OXユ9生菌浮游液を用ひたる場合に陽

性率最も高し。而して200倍以上の凝集慣を示せるもめに就て病歴を：調査せるも，現症と本反慮と

の聞に何等の關係なきものと考へられたり。

一13一
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総括並に考察

 蝪「チフスj並に「パラチフス」：B症患者血清及び一般患者血清はProteus菌を如何なる程度に

凝集するやを槍せんがため4種の菌液帥ちOX19， HX1。生菌法蔵及び「ホルマリン」加菌液を使

用し何れが最もよく凝集せらるxやを攻究せるに，一般患者血清中100倍以上の凝集償を示せるも

’のはOXIg生菌k液を用ひたる場合にして最高率37．0％を示し，最も低きはHX1，「ホルマリン」

．加菌液を用ひたる場合にして22・2％なり。

 Weil－Felix氏等ほ腸「チフ客」患者89名其の他の諸種患者血清98例，健康者136名に於て槍

・査を行ひ7％に於て1：25－1：50イi善に凝集反回陽性を見，1：200に凝集せるは只1例のみなりき

と云へりQ．Dietrichは100例を検し1：50－1：100倍の陽性を見，｝’uchsは8例中1＝50に於て4

同陽性にして，Gergelyは73例の甥照血清にて1：25に於て8同，1：50に於て1回，1：100に

於て1‘ ｯ，St． Sterling u K， Sterlingは128例を槍題し1：200に凝集せるもの2例に遭遇せりo

Ottingerは336名の樹照血清を使用し，1：25倍に凝集せるもの93例，1：50にて凝集せるもの

．2t5例，1：100に凝集せるもの8例なりしと云ひ，大城氏は豪邸ζ討てXVei1－Feiix華墨を検せる

に全例の4分1のは陽性にして160－S20倍の凝集慣を示せりと云ふ。宮城，鈴木氏等によれば25

倍の凝集贋を示せるものは詑％，50倍25％，100倍8％，230倍1％にして，腸「チフス」豫防

接種を受けたる後1年以内の者に於ては1：100以上に於て陽性を示すもの多かのしと云ひ，東，

張氏等は272例を志し，1：40⑪以上の陽性者を見す大城，鈴木時事の成績ez 一一致せりと云へり。椎

葉氏は再録熱以外の諸種患者並に健康者に於ては80倍以下に凝集せりと報告せり。以上先進諸家

の業績に比し余等の成績は非常なる高率を示せり。

 腸「チフス」「パラチフス」B症患者血清は共にOX 19．生菌々液に凝して高度の陽性率を示し・前

者は62．5％，後者は85・7％なりきQ「パラチフス」：B症患者血清は只1例に於て全く陰性を示し

たるのみにして，他は何れ・も1：100稀繹以上にて凝集反鷹を示し，2例に予ては最高800倍に於

て陽性成績を示せり。

 丈献に徴するにSalpeter u Schmitz， Zlocisti．氏等は1易「チフス」並に「パラチフス」患者に於

てはWeil一：Felix反鷹は陰性なむと云へるも， Weil u Felixは89名の腸「チフス」患者を検し

1：25－1：50倍程度の凝集慣を認め，Muhlens u StojanoffはWfdal氏反騰が1：1000迄陽性な

1〕し腸「チフス」患者の血清が1：200倍迄XVeil－Felix反慮を呈するを認めたり。Arnstein氏は

腸「チフ刈患者蜻が1・1eo稀融こ於て． Di・…は3例の腸「チフス」並に「パラチフス」患

者血清が1：2Cて｝稀程に於て， Rosenbergは2例の「パラチフス」B症患者磁t清が1：200稀繹に

．於て陽性を示せるを経瞼し、Wolf氏も「パラチフス」：B症に於て， Papoff氏も亦腸「チフス」

及び「パラチフス」患者に於てWeil－Felix照星の陽性を認めたりQ

 余等の成績も上記諸肇者の主張の如く，腸「チフス」並に「パラチフス」患者に於て特に「パラ

チフス」：B症慮渚並t清に於て高度に凝集するを見たD。余等は200倍以上の陽性者が後疹熱を経過
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せる病歴を有せるや否やを調査せるも不明な！ llir。東京市内に於て捕獲せられたる家鼠に「りヶッ

チヤ」の澄明せられたる例も存するを以て之が全然護身熱と無關係なりとも断ずるを得す，何故に

本反憲が腸「チフス」及び「パラチフス」に於て特に著明に陽性を呈するやは今後の研究を要する

ものなり。1940年Milian．：Pricaは116名の「トラコーマ」患者の血清を以てWeiI一：FeIix反慮．を

検し，35．3％に於て陽性成績を得，300例の封照血清に於ては38，3％に於て陽性成績を得，の

みならす何れに於ても1：200及び1：400に於て陽性を呈せるもの10例近くを算し1：800に於

て陽性を呈せる者1例を認め，叉13例の腸「チフス」患者に棄ては凝集慣は低しとは錐も61％

に於て陽性者を見出せり。

 菌液としては生菌を用ふるを最も可なりとするも，Daueremulsionの貧的に加熱菌液或ひは藥品

を混じて使用せる報皆あり。Wolfは菌液にPhenol或はFormalinを加ふる時は反慮は阻止さる

Nも，煎熱によりてぱ反慮の塗化を認めすと云への。余等の成績に干ても生菌に：・「ホルマリン」加

菌液に優り，殊にOXlg菌はHXlp菌を凌ぐ成績を示せり。

結 論

 120例の諸種患者血清を用ぴてWeil－Felix反臣を行ひ次の如き成績を得た％

 （1）／20例の被槍者血溝中！00倍以上の凝集慣を示せるものは，OY・19生菌浮游液を：用ぴたる

・場合には46．6％，OX］o「ホルマリン」加菌液を用ひたる場合には40．0％， HX、9生菌俘游液に於

て33．3％，HX1g「ホルマリン」カi菌液に於て25％なりき。

 （2）32例の腸「チフス」血清中ioO催以上の凝集偵を示せるものはoX19生菌浮游液に於て

62．5％，OX19「ホルマリン」加菌液に於て46・8 ％ ， HX，9生菌浮游液を用ひたる場合には40．6％，

HX，9「ホルマリン」加菌液に封しては2L8％なりき。

 （3） 「パラチフス」：B症患者血清の多撒はOX g並にHXlg菌を「ホルマリン」混入の有無に

拘らす100倍以上に凝集し．q5・7 ％va達せ b。凝集便はOX［，生菌を用ひたる場合に最も高く1：

800に於て樹陽性を呈せるもの2例を算せip。 HXI，「ホルマリン」加菌液を用ひたる場合に於て

．威績最も不良なりき。

 （4）一般患者血清も往kOXIg菌及びHX、g菌を凝集せり。其率はOX】g生菌浮游液に於て

37．0 ％，OX19「ホルマリン」加1菌液に於て35S％・HX，9生菌浮游液に：於て25．9％， HX】9「ホ

ルマリン」加菌液に於て22・2％なのき・陽性の反歯を呈したる患者に就て病歴を調査サるも獲疹

熱を経過ぜるものなし。

 （5）腸「チフス」並に「パラチフス」B症患者血清は一般患者血清より高率なる陽性成績を示

し，特に「パラチフス」B症に於て最も高き陽性奉を示せ’り。腸「チフス」特に「パラチフス」B

症患者一血清が何故に屡々Wei1－Felix反慮を呈するやは不明なり。

 （6）本眼瞼に使用せる4種の菌液の中，最も凝集され易きはOXlg生菌浮游液にして次で

・OX， ，，「ホルマリン」力噛液なりき。「ホルマリン」加HX，，菌夜を用ひたる場合は最も低率なb
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